




 

 

○ 受講生に分かりやすく研究成果を伝え、自ら活発な活動をさせるためにプログラムを留意、工夫した点 

 プログラム終了後も自発的に復習が可能なように、書き込みや製剤の写真を貼り付けることが可能なテキス

トブックを用意した。薬を取り扱う内容である以上、実習で調製した製剤を持ち帰ってもらうことはできなかった

ため、個々にカメラを用意して自ら実験記録を残せるように工夫した。今回はより臨機応変な対応が可能であ

る少人数での開催となったため、その都度に出る疑問質問に一つずつ答え、受講生の「やってみたい」に応え

ることを心掛けた。数ある科研費の DDS研究成果の中から、視覚的に研究目的と意義が分かりやすい in vivo 

imagingの結果に絞って、動画を見せながら解説を行った。 

 

○ 安全配慮 

実験前に実験器具や試薬などの使い方と危険性を十分に指導し、安全に配慮した。また、医薬品を取り扱う

ことから、医薬品の有用性と危険性についても十分に講義した。また、実習の安全確保のため受講者 4 名に

対し、学生スタッフ 3 名を配置した。受講生には実験中は白衣を着用させ、必要に応じてグローブを着用させ

た。受講生をレクリエーション保険に加入させた。 

 

○ 広報活動 

 本学事務組織である研究推進課並びに地域連携・広報課と協力し、北海道科学大学ホームページおよび公

式 Twitterでの募集案内、近隣小学校へ募集案内チラシを配布した。 

 

○ 事務局との協力体制 

 開催までの準備として、本学の研究推進課に、日本学術振興会との連絡調整、提出書類の確認・修正、資

金の管理、レクレーション保険の手配、受付などについて幅広く協力を受けた。開催当日は、会場設営、会場

での連絡調整等について協力を受け、円滑に開催することができた。 

 

○ 今後の発展性、課題 

 今回初めて実施させていただいたが、アンケートで肯定的な回答が得られたことから、身近な薬の中から抽

出したサイエンスを伝えようという実習内容や全体方向性は正しかったと考えている。今回のプログラムでは、

当初実習室を利用して 16名程度を対象として実施予定していたが、新型コロナ感染症の影響により規模を縮

小せざるを得なかった。その分、三密を避けつつも伝えるべき内容は密にすることができたと思われる。ただ、

次の機会には、内容・方向性で良かったと思える主軸は踏襲しつつ、より多くの人により多くの科学を伝えられ

たら良いと考える。 

 


